
【観光サイトご紹介】                              平成26年7月22日 

      一般財団法人 沖縄観光コンベンションビューロー 

 

沖縄本島の少し先にある、離島ならではの魅力的な11個の観光コンテンツを紹介 

“久米島でオジサン釣り!? 西表島の自然満喫カヤック体験!!” ほか 

沖縄離島観光サイト『リトハク2014年夏号』公開中！ 

 

一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー（会長：上原良幸）は、本格的な夏の旅行シーズンを前に、“沖縄リ

ピーター層”や“今夏沖縄の訪問を検討している層”に向けて、離島ならではの素晴らしい自然環境を活かした体験・参加

型の観光コンテンツを、沖縄離島観光サイト『リトハク』で（http://cp.okinawastory.jp/ritohaku/）で公開中です。 

沖縄離島観光サイト『リトハク』は、2014年夏号より「沖縄離島 ちょっと先にある、もうひとつの楽園」をコンセ

プトにリニューアルしました。今まであまり知られていなかった、各離島の旬ごとの観光コンテンツ（体験・参加型）

を紹介しています。久米島では豊かな漁場を活かし『オジサン』という魚が釣れる船釣りツアー、西表島ではその大自

然をより満喫できるカヤック体験など、全11個の観光情報を掲載しています。 

今後、『リトハク』では、旬ごとに沖縄離島の魅力を紹介することで、離島訪問を考える旅行者のナビゲーターとし

て展開してゆきます。 

 

島が好き！離島博覧会『リトハク』とは 

沖縄離島には、まだまだ知らない魅力的な観光体験がいっぱい。そんな、沖縄離島の魅力的な観光体験を集めた 

「離島博覧会」、略してリトハク！個性豊かな沖縄離島４エリア（八重山諸島、宮古諸島、久米島、１５離島）にある

島々をパビリオンに見立て、季節ごとに異なる魅力たっぷりの観光体験が満載。 

あなた好みの沖縄離島での観光体験をリトハクで探してみませんか。 

 

記 

 

『リトハク2014年夏号』特集記事（4離島エリア・全11プログラム） 

 

【八重島エリア】 

・カヤックツアーで西表島の自然に大接近！ @西表島 

・東洋の秘境を五感で楽しむナイトサファリ体験 @西表島 

・西表島の固有種に出会う。ジャングルトレッキング ＠西表島 

【宮古島エリア】 

・夏の与那覇前浜ビーチはゆくるのに最高?! ＠宮古島 

・日本で一番近いパリでネリを収穫しよう! ＠宮古島・伊良部島 

・神々がやってくる大神島で島のミステリーに触れる散策ツアー ＠大神島 

【15 島エリア】 

・「みつしま」でケラマアイランドホッピング体験 ＠座間味～阿嘉島～渡嘉敷島 

・伊平屋島でキャンプ体験！＠伊平屋島 

【久米島エリア】 

・オジサンが釣れる？初心者でも安心の船釣りツアー ＠久米島 

・夜のシンリ浜に島民が集まる理由とは?!幻の白瀬エビを捕獲しよう ＠久米島 

・ご存知でしたか？意外な海ぶどうのつくりかた。 ＠久米島 

 

【本件に対するお問い合わせ先】 
【一般の方】一般財団法人 沖縄観光コンベンションビューロー（OCVB）Email：ritohaku-web@ocvb.or.jp 

【報道関係】リトハク PR 事務局（ｽﾄﾗｲｸﾌｧｸﾄﾘｰ）担当：大津  / TEL：070-5075-3230  E-mail：strikeohtsu@gmail.com 

♯本件のご取材ご掲載、画像提供等につきましては上記宛にお問い合わせ下さい。  

オジサンが釣れる？初心者でも安心の船釣りツアー＠久米島 

 

カヤックツアーで西表の自然に大接近！@西表嶌

島） 



■この夏お薦め！離島ならではの全 11 体験ご紹介 
 

【八重山エリア】（３体験） 

 

① カヤックツアーで西表島の自然に大接近！ ＠西表島 

朝から半日、カヤックで亜熱帯ジャングルを満喫するツアー。 

一見、難しそうですがガイドさんの指導で初心者でもチャレンジできます。 

カヤックに乗込み川の源流に向かう途中、川沿いに生息する亜熱帯植物を間

近に観察しながら進みます。途中、休憩とジャングル散策した後、川の流れ

に乗り一気に河口へ。そして船着場に戻ると西表島産植物入りの“亜熱帯弁当

“が待っています。 

 

 

② 東洋の秘境を五感で楽しむナイトサファリ体験 ＠西表島 

島空間を 5 感で楽しむ！夜の西表島にぴったりな言葉です。 

日が沈むとカエルの大合唱、コノハズクの鳴き声が聞こえる頃ツアー出発。 

川から森、浜辺を散策すると様々な生物や動物達に巡り会う。そして、忘れ

ていたかの様に思いがけず空を見上げると満点の星空ショーに息を呑む。 

 

 

③ 西表島の固有種に出会う。ジャングルトレッキング＠西表島 

ガイドも毎日発見が有る東洋のガラパゴス西表島の大自然。是非、亜熱帯ジ

ャングル体験へ出掛けたい。トレッキングで「マヤロックの滝」を目指しジ

ャングルに一歩踏み込めば、西表島固有の動植物がお出迎え。その力強さを

実感できます。森林のマイナスイオンやせせらぎに癒されながら秘境の滝を

目指そう。 

 

 

【宮古島エリア】（３体験） 

 

④ 夏の与那覇前浜ビーチはゆくるのに最高?!＠宮古島 

世界最大旅行口コミサイト「トリップアドバイザー」で 2 年連続 

（2013 年・2014 年）日本のベストビーチ 1 位に選ばれた東洋一

美しいと謳われるビーチ。海の色とさらさらでふわっとした白い砂

浜ビーチが 7km 続く。しかも人が少なくシャワー・トイレ完備。宮古

島の島民気分で“ゆくる(沖縄方言でゆっくりする)”のにぴったり。 

 

 

⑤ 日本で一番近いパリでネリを収穫しよう!＠宮古島・伊良部島 

2015 年 1 月、日本一長い無料の伊良部大橋開通で注目を集める伊良部島で

日本一近い「パリ」にある「ネリ」に出会う旅。宮古諸島の言葉で「パリ」

は畑、「ネリ」はオクラを意味する。南の島で地元の農家さんと触れ合える 

「パリ」体験で伊良部島の「旬」を堪能しよう。 

 

 

⑥ 神々がやってくる大神島で島のミステリーに触れる散策ツアー  

＠大神島 

宮古島からフェリーで 15 分。約 300 年前海賊が上陸して宝を隠したとされ

る人口約 26 名の小さな島。聖域とされ謎に包まれている島内を地元ガイド

さんとミステリーに触れる散策に出掛けよう。道中、いたるところに神を祀

る光景を目にする沖縄の中でも有数のスピリチュアルアイランドだ。 

※島内で神祀がある時は島外の人は島へ上陸は禁止されている。 
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【15 離島エリア】（２体験） 

 

⑦「みつしま」でケラマアイランドホッピング体験  

＠座間味～阿嘉島～渡嘉敷島 

沖縄本島に近い座間味村と渡嘉敷村を含む慶良間諸島が 2014 年国立公園に

指定され魅力アップ。これにより座間味村座間味港及び、阿嘉港から渡嘉敷

村阿波連漁港まで「みつしま」に乗ってアイランドホッピング体験が実現。

まず、沖縄泊港から座間味島へ。ここでハワイ生れのマリンスポーツ「スタ

ンドアップパドル」体験。次に阿嘉島に渡り夜の島内散策で天然記念物ケラ

マジカとの出会い。渡嘉敷島では色とりどりの熱帯の魚と戯れるシュノーケ

リング三昧。国立指定公園の離島群をホッピングしながら国立公園に指定さ

れる大自然が満喫できる。 

 

 

⑧ 伊平屋島でキャンプ体験！＠伊平屋島 

有人離島として沖縄県の最北にある島。今、話題の施設がエメラルドグリー

ンの海が広がる米崎ビーチ隣接のキャンプ場「いへや愛ランドよねざき」。 

特に県外旅行者にとって離島キャンプ体験はなかなか実現が難しい。ここで

はテントや BBQ セット貸出ができ、手ぶらで気軽に離島キャンプを体験する

ことができる。沖縄滞在中に 1 泊したい場所だ。 

 

 

【久米島エリア】（３体験） 

 

⑨ オジサンが釣れる？ 初心者でも安心の船釣りツアー ＠久米島 

久米島体験のお薦めは「オジサン」釣り？久米島東部、泊フィッシャリーナ

から小型船でポイントにおよそ5分で到着。おだやかな珊瑚礁の内海で初心者

も女性も安心。サビキ仕掛けを海に垂らし上下に竿をゆすってエサを動かす

と早くも魚がヒット。リールを巻いて船上に魚を上げにらめっこするとユー

モアたっぷりなひげが生えた人間のおじさんそっくりな顔。名前もそのまま

「オジサン」。潮や天候の状況が良ければ2-3時間で船いっぱいに釣れことも

有る。「オジサン」以外にも南国ならではのカラフルな魚をたくさん釣ること

ができる。 

 

 

⑩ 夜のシンリ浜に島民が集まる理由とは?! 

幻の白瀬エビを捕獲しよう ＠久米島 

久米島空港からほど近いシンリ浜ではここにしか棲んでいない白瀬エビ漁が

気軽に楽しめる。エビ捕獲の出撃時間は夜間の干潮時。浜に隣接するサイプ

レスリゾート久米島の体験コースに申込み、網とヘッドライト、マリンシュ

ーズを装備し浜へ向かう。浜は遠浅で夜間も安心。自分の周囲にライトを照

らしエビの眼が光ったところを網で捕獲する。捕れたえびの試食も可能だ。 

 

 

⑪ ご存知でしたか？意外な海ぶどうのつくりかた ＠久米島 

最近、グリーンキャビアとも呼ばれ、沖縄名物として知られる海ぶどう。 

実は海近くの施設で栽培されている。海洋深層水を使い栽培することで高い

品質が保持される。久米島では養殖見学と出荷の選別体験が可能。最後は海

ぶどうを試食。大事に育てられる工程を観察すると一層おいしく感じる。 

 

【詳細】沖縄離島観光サイト『リトハク』 

http://cp.okinawastory.jp/ritohaku/ 
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